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治療的効果について
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-は じめ に-

舞 踊 の 治 療 的 効 果 を考 え る上 で, Chace, Siegel,

Espenakら は, その主 た る要 因 の一 つ に カ タル シ

ス を あ げて い る(1)

ダ ンス セ ラ ピー の基 底 に あ る心 理 療 法 に お け る

解 釈 で は, 「自 由 な表 現 に よ り心 の緊 張 を解 く」
(2)

作用がカタルシスであり, 表現的手法とされている。

人間の行動が, 心 ・身 ・環境の力動的相互関係 に

おけるエネルギーの不均衡にキる緊張を低減させ(3)

る原理 に動機づけられているとするならば, 適応

障害は, 心身のエネルギーの不均衡を対応す ると

考えられる。心身の適応的統合を目標 とす るダン
スセラピーにおいては, 従って, 単に身体的エ ネ

ルギーの問題 としてではなく, 常に自己の核 と関

わっている心的エネルギーとの結びっ きの中でカ

タルシスをとらえてゆく必要があると考えられる。

本研究では, ダンスセラピーの過程の中で生 じ

ると考 えられるカタルシスについて, その治療的

役割 を探 るものである。

-ダ ンスセラピーにおける力タルシスの諸相 一

(1)解 放の力タルシス

有機体内に生ずる欠乏あるいは過剰 による非平

衡状態を解消 しよ うとする生理的欲求 と, エネル

ギーの生産 ・放出としての身体活動が結 びっいた

結果ひきおこされる快が, 踊 る者の心に生命感と

解放感を与える蟹)この舞踊の起源的篭駐は, 特 に
「身体運動の形態的訓練の必要なく」適用 し得 る

ものである。

(2)関 係づけと洞察の力タルシス
・即興的表出一身体運動におきかえられた自己の

無意識的側面を, 筋肉運動の知覚体験 として意識

に浮上させることによ り～6)心身の力動パターンの

関係づけが促進 される。ここで生 じる感情移入の

中で, 問題点が明らかにされ, 洞察が適応的に方

向づけられる可能性を期待 している。

(07)(8)(9)「型」への同調一特に日本での適用例に見 られ
る。文化的 ・社会的にすでに決定された 「型」に

内包される象徴内容(望 ましいとされる行動様式)
への感情移入による洞察と, 行動修正が期待 され

る。

これらは単にうっ積 した無意識の表出 ・放出に

とどまらず, さらにその意味づけを, 心身及び自

他の関係において気づかせる機会を与 えるもので

あると考えられる。

(3)統 一的自己表現の力タルシス

思考の意識的内容と身体運動を意図的に対応 さ

せ, 主体的に統一的自己表現を試みる創作の過程

で, 意識の客観化 ・関係づけの吟味を通 して芸術

創作における 「感情の普遍化された体験 としての
(10)

カ タ ル シス」 へ と向 か う可 能 性 が 期 待 され て い る。

(1)～(3)の 諸 相 は, 一 定 方 向 にむ か った 段 階 づ け

で は な く, 「身 体 的快 の獲 得 」 を起 点 と しつ つ も

「情 動 ・感 情 の統 制」 「社 会 的役割 の 認 識 ・適 応」

「自 己表 現 の拡 大 ・充 実 」 とい った 統合 の層 を マ

ィー ドバ ッ ク的 に移 行 して ゆ く もの で は な い か と

考 え られ る。 又, これ らの層 は, マ ス ロー や ロジ

ャ ー ス に よ る 「自 己実 現 」 へ 向 か う欲 求 と充足 の
(11)

段階 と, ほぼ対応 させて とらえることができる。

従って, 心身の力動的統合を助長 しようとする

ダンスセラピーにおけるカタルシスは, 常に自我

と関わった実体験としての充実 した解放感の中で, 

自己実現への方向づけを得る機会 となる必要があ

ると考えられる。

以下は, この点について実証的に検討を加えた

報告である。

一実践経過および アンケ-ト 調査からの推察一

1986年6月 か ら1987年10月 にかけて, 精神分裂

病残導型患者, 女子約30名 を対象としてダンスク

ラスを実践した際の資料から, 次のことが明 らか

になった。

(1)アンケー ト調査から一ダンスクラスを通して

何 らかの形で解放感 を得ていると考 えられるもの

は80%以 上にのぼ り, エクササイズや リズムダン

スにおいて身体的欲求を, 個人創作において自己

実現への欲求 を, よ り充足す る傾向にあると推察

された。

(2)観察記録から-ク ラスを通 して解放感 を得て
いる者は, 身体の運動性が比較的高 く, 解放感を

得ていない者は, 身体認識の弱 さ, 身体エネルギ
ーの統制の困難を示す傾向にあると推察 された。

更 に, 運動性の向上の度合いが比較的大 きい者

の中に, 2・3で はあるが, 心的内容を統一的身

体運動で表現 しようとする者があった。

-ま とめ-

本研究では, ダンスセラピーにおけるカタルシ

スは, 身体認識を起点 とした身体エネルギーの統

制 と関わる解放感の獲得 と, 自己実現への動機づ

けを可能にす るものであると推察 された。

ダンスセラピーにおいて心身の接点を求める過

程で生 じるカタルシスは, 緊張低減原理にもとつ

いて心身のエネルギーの均衡を体験す ることであ

り, この均衡をよ り充実 させてゆこうとする行動

を動機づけるものであると考えられる。
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◎ダンスセラピーにおける力タルシスの過程
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フ。ログ ラ ムの主 な 内 容 は, 

(1)身 体 の 組織 的 認 識 を助 け る こ と を 目的 と

した, 基 礎 的運 動 の 展 開 。

(2)無 意 識 的 ・意 識 的 身 体 表 出 に よ る 自己 へ

の 気 づ き, 対 人 交 流 の 促 進 を 目的 と した, 即

興及び創作による表現の展開

等 としている。

尚, 今回は, 「ダンスクラスに出てスッキ

リするか」 「どんな活動のときか」……とい

った質問紙による調査の集計と, 観察の中で

行なっている身体の運動性の評価, 表現性の

評価, さらに患者の自画像, 感想の言葉を資

料として検討 した。
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